
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービス普及啓発事業 
【山形市元気あっぷ教室】チラシ活用ポイント 

利用者さんに説明するうえでのポイント、お伝えしてほしいことを記載しました。 
生活行為ができるようになることで活動量が確保されます。 

運動にはさまざまな種類がありそ

れぞれ効果が違います。専門職が体

の状態を評価し、指導します。 

生活環境に合わせた動作や自宅での運動な

どを受けられます。利用開始、終了時の 

２回は必須。（最大 6回まで） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体が元気であれば、自分のしたいことができ、

在宅生活を続けていくことができます。 

※これに加え、サービス開始時と終了時にリハビリ専門職が自宅を訪問し居住環境の確認や

運動の助言をします。 

※管理栄養士や歯科衛生士による栄養・口の健康に関する講座も開催する場合があります。 


